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過
ぐ
る
大
東
亜
戦
争
に
於
て
は、

一
低
一

心
、
国
民
斉
し
く
慇
ち
て
し
己
ま
ん
り
気
慨

の
下
、
わ
が
陸
海
軍
の
勇
戦
敢
闘
に
も
拘
ら

祭
文
に
続
い
て
、
悔
軍
の
長
老
で
あ
ら
れ

ず
物
量
之
に
続
か
ず
、
後
半
遂
に
祖
血
危
急
る
、
元
衆
議
院
議
員
、
海
軍
中
将
保
科
祢
四

存
亡
の
危
機
に
立
ち
到
り
ま
し
た
°
郎
様
よ
り
力
強
い
霊
前
に
悴
げ
る
言
槌
が
述

こ
の
時
に
方
あ
り
、
英
霊
の
皆
様
．応
i
‘

べ
ら
れ
、
更
に
早
稲
田
大
学
稲
吟
会
打
志
に

正
に
九
死
に
一
生
を
期
さ
ず
、
父
母
VJ
恩

愛

よ

る
献
吟

「
特
攻
慰
盤
譜
」
並
び
に

「
白
虎

を
断
ち
、
大
忠
、
大
孝
、
大
義
、
大
元
に
徹

隊

」
が
奉
納
さ
れ
、
若
さ
に
悩
れ
る
吟
詠
に

し
た
崇
高
無
比
の
特
攻
精
神
を
も
っ
文
体
当
一

同
惑
動
を
新
た
に
し
た
。

り
攻
撃
を
敢
行
し
、
よ
く
敵
艦
敵
機
ャ
居
り
、
会
長
、
遺
族
代
表
、
同
期
生
代
表
、
来
賓

敵
陣
営
の
心
胆
を
奪
い
、
全
世
界
を
筋
俄
せ
代
表
、
参
拝
者
一
同
と
焼
香
が
続
き
、
終
っ

し
め
、
全
国
民
敬
仰
の
的
と
な
ら
れ
た
の
で
て
か
ら
饒
川
浩
二
氏
と
妹
尼
竹
太
男
氏
の
挨

あ
り
ま
す
。

盃
汐
が
あ
っ
た
り

然
し
な
が
ら
残
念
無
念
に
も
戦
は
敗
れ
ま

一

節
田
粘
二
氏
は
第
．
．
 

期
曲
軍
飛
行
予
仙
生

し
た
。

諸
盪
の
哀
情
を
付
度
す
れ
ば
一

同

一徒
八
幡
隊
に
所
屈
し
•
本
名
を小
野
永

一
飢
と

今
な
お
万
附
の
涙
を
禁
じ
得
ま
せ
を

申
さ
れ
る
。
特
攻
は
兵
岱
て
も
な
い
、
軍
事

戦
雲
収
っ

て
既
に
38
年
、
わ
が
日
小
は
御
上
の
戦
術
、

戦
略
で
も
な
い
、
謂
う
な
れ
ば

鐙
の
御
加
蔑
に
よ
り
空
前
の
復
興
発
辰
を
遂
下
道
の
戦
術
で
あ
る
c
．
大
西
沌
治
郎
栂
軍
中

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
が
国
新
秩
序
＂`J
目
指

将

の

遺
言
の
中
に

「
語
士
は
困
の

{
L

で
あ

し
た
大
東
亜
共
栄
圏
内
の
各
国
は
、
ぷ
欧

列

る
0

軽
挙
妄
動
を
つ
つ
し
み
、
よ
く
小
態
を

強
の
植
民
の
苦
か
ら
脱
し
、
栄
光
の
独
立
国
見
つ
め
特
攻
精
神
を
も
っ
て
、
世
界
の
平
和

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
わ
が
国
と
共
に
文
好
親
の
た
め
、
日
本
人
と
し
て
努
め
よ
」
と
申
さ

善
の
道
を
進
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
し
・
4

そ
の
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
や
日
本
を
売
り
、
日

及
ぷ
所
、
全
世
界
の
植
民
地
は
解
放
さ
れ
、
本
民
族
を
売
り
と
ば
さ
ん
と
す
る
ス
バ
イ
行

祭

文

特
攻
平
和
観
音
奉
性
会

会

長

竹

田

昭
和
58
年
9
月
23
日

器
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去
る
9
月
23
日
秋
分
の
日
に
第
32
胆
特
攻

平
和
観
音
年
次
法
要
が
、
世
田
谷
山
汲
音
寺

に
於
て
、
浅
草
寺
式
衆
を
お
迎
え
、．ご
ぷ
血
大

に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

．

前
日
迄
の
雨
に
天
候
が
一
番
案
じ
ら
れ
ま

し
た
が
、
当
日
は
珍
ら
し
い
初
秋
の
す
が
す

が
し
い
哨
天
に
恵
ま
れ
、
三
百
五
十
名
に
及

ぷ
方
々
の
参
拝
を
い
た
だ
き
ま
し
た

2

午
後

二
時
式
衆
入
堂
に
始
ま
り
山
主
願
文

読

経

が
行
わ
れ
、
奉
究
会
会
長
、
竹
田
恒
徳
元
宮

様
よ
り
祭
文
が
奉
読
さ
れ
、
参
拝
者

一
同
は

往
時
を
偲
ぴ
深
い
感
銘
に
打
た
れ
ま
し
た
。

恒
徳

皆
そ
の
所
を
得
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
正

に
世
紀
の
体
業
と
申
す
べ
く
、
皆
様
の
ご
威

徳
は
末
代
永
世
に
わ
た
り
燦
と
し
て
不
減
の

光
を
放
っ
て
お
り
ま
す
。

本
日
妓
に
第
三
十
二
回
特
攻
平
和
観
音
年

次
法
要
に
あ
た
り
、
ご
遺
族
は
じ
め
、
か
つ

て
の
戦
友
、
上
司
、
部
下
相
渠
い
、
在
天
の

英
盤
に
対
し
、
恭
し
く
敬
弔
の
誠
を
倅
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

希
く
ば
英
盤
安
ら
か
に
お
わ
し
ま
さ
ん
こ

と
を
。

止
口
様
の
ご
入
会
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

為
を
行
う
日
本
人
が
い
る
。
先
人
の
築
い
た
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~
特
攻
隊

合
同
慰
霊
祭

一

高
邁
な
精
神
を
冒
漬
す
る
者
が
孤
歩
し
て
い

i

る
。

こ
れ
が
恐
ろ
し
い
の
だ
。
こ
れ
ら
売
国

~

奴
を
駆
逐
し
て
、
こ
の
麗
わ
し
い
日
本
を
守
一

の

ご

案

内

i

今
年
も
左
記
に
よ
り
、
特
攻
隊
合
同

i

り

、

平
和
な
道
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

~i

慰
霊
祭
が
取
行
わ
れ
ま
す
。
春
秋
に
宮
一

い
。
平
和
は
座
し
て
来
る
も
の
で
は
な
い
o

"
i

む
若
き
身
を
、
九
死
に
一
生
を
も
期
さ

i

戦
い
勝
ち
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
こ
そ

＂~
ず

、

敢
然
と
し
て
国
に
殉
じ
た
特
攻
烈

i

が
特
攻
精
神
で
あ
る
。
自
分
は
こ
の
為
た
と~i

士
の
偉
績
を
偲
び
、
追

悼

の

誠

を

捧

一

え
命
を
と
ら
れ
て
も
、
絶
対
守
り
通
し
て
み

i

＂
げ
、
一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

i

せ
る
信
念
を
も
っ
て
い
る
。
と
言
う
主
旨
の
~~

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

挨
拶
を
さ
れ
、

一
同
強
烈
な
感
動
に
打
た
れ

ii

-

、
日
時

ま
し
た
。

"

3
月
25
日
（
日
）
受
付
―
一
三

0

-

終
り
に
丸
田
代
表
世
話
人
よ
り
挨
拶
と
お
一

~
二
、

場
所

靖
国
神
社
参
集
殿
集
合
[

礼
の
言
葉
が
述
ぺ
ら
れ
、
厳
際
の
中
に
盛
大

i

＂
三
、
直
会
、
九
段
グ
ラ
ソ
ド
・
バ
レ
ス

i

な
法
要
を
閉
じ
引
続
き
、
直
会
に
移
っ
た
。

i

~
四
、
昇
殿
参
拝

~

天
候
に
恵
ま
れ

、

青
空
の
下
、
ご
遣
族
を
~

玉
串
料

二
、

0
0
0円

i

囲
ん
で
の
懇
談
は
果
て
る
と
も
な
く
続
い
た
i~

面
会
（
懇
親
会
股
）

i

が
、
妓
後
ま
で
残
ら
れ
た
竹
田
会
長
の
乾
杯
~

一

般
六
、

0
0
0円

i

で
解
散
と
な
っ
た
。

~
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ご
遺
族
五
、

0
0
0円

i

特
攻
平
和
観
音
事
賛
会
入
会
のお
す
す
め

i
~

計
一
般
八
、

0
0
0
円
~

会
員

年
会

費

一

ロ

一

、

0
0
0円
二

ご
遣
族
七
、

0
0
0円

一

.

i

特
攻
隊
慰
霊
顕
彰
会

終
身
会
員

一
ロ

一
0
、
0
0
0円
．

[

i

会

長

竹

田

恒

徳

i

送
金
方
法
郵
便
振
替

[

i

副

会

長

佐

薙

毅

i

ロ
座
番
号
東
京

一
ー
四
一

七
六
六
[

l

同

寺

崎

隆

治

・
i

ロ
座
名
儀
特
攻
平
和
観
音
奉
焚
会

[
i

同
秋
山
紋
次
郎
~

同

高

橘

正

次

i

理

事

長

丸

田

文

雄

i

立
派
に
お
祀
り
を
続
け
て
ゆ
く
た
め
、

是
非
．
~

~
＂

事
務
局
長
最
上
貞
雄

~

i
 



大
束
而
戦
争
の
末
期
、
戦
局
に
わ
か
に
急

辿
し
わ
が
祖
国
は
存
亡
の
危
機
に
立
ち
至
り

ま
し
た
。

こ
の
国
難
を
打
叫
し
、
戦
勢
を
挽
回
す
る

た
め
、
異
常
の
決
慈
を
も
っ
て
敢
行
さ
れ
た

の
が
航
空
機
な
ら
ぴ
に
舟
艇
等
に
よ
る
必
死

必
殺
の
特
別
攻
撃
で
あ
り
ま
し
た
。

若
冠
二

十
代
、
中
に
は
二
十
歳
に
も
満
た
な
い
多
く

の
若
人
が
、
春
秋
に
富
む
清
純
無
垢
の
身
を

ひ
た
す
ら
祖
国
に
倅
げ
、
決
然
と
し
て
体
当

り
攻
撃
を
遂
行
し
、
散
華
さ
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。こ

の
陸
海
軍
特
別
攻
撃
隊
烈
士
の
不
減
の

炎
捉
を
大
慈
大
悲
の
平
和
観
音
像
に
顕
現
し

て
、
そ
の
忠
烈
な
倅
業
を
顕
彰
し
、
永
遠
の

ご
冥
糾
を
お
祈
り
し
、
又
そ
の
慈
光
を
拝
す

る
た
め
、
元
海
軍
大
将
及
川
古
志
郎
、
同
高

芭
一
一
吉
、
元
陸
軍
大
将
河
辺
正
三
、
元
陸
軍

中
将
5W原
道
大
、
元
面
軍
中
将
寺
岡
謹
平
等

の
話
氏
が
発
起
人
と
な
り
有
志
の
方
々
に
喜

捨
を
仰
ぎ
、
昭
和
二
十
七
年
春
、
平
和
観
音

似
は
必
立
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
五
月
五
日
音

羽
の
淡
国
寺
に
於
て
、
東
久
速
元
宮
様
ご
臨

席
の
も
と
に
開
眼
の
供
養
が
荘
厳
盛
大
に
挙

行
せ
ら
れ
、
特
攻
平
和
観
音
と
敬
称
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
観
音
像
は
大
和
法

條
J

寸
の
匹
夕
殿
に
奉
安
し
て
あ
る
秘
仏
「
夢
ち

が
い
観
音
俊
」
を
特
別
の
お
許
し
を
受
け
て

謹
約
さ
れ
ま
し
た

一
尺
八
寸
の
金
銅
像
で
、

そ
の
こ
胎
内
に
は
特
攻
隊
烈
士
の
英
名
を
書

さ
人
れ
た
巻
物
が
奉
蔵
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

-)の
叫
匹
眼
供
狡
の
お
営
業
に

「
恭
し
く
惟

る
に
い
家
興
隆
の
義
は
山
嶽
よ
り
も
重
く、

平
和
礎
石
の
死
は
氾
毛
の
軽
き
に
比
し
、
必

死
必
中
の
壮
挙
誠
に
帰
す
る
が
如
き
純
真
無

垢
の
慈
釦
は
、
こ
れ
特
別
攻
繋
隊
員
最
後
の

炎
姿
な
り
。
こ
こ
に
同
志
平
和
続
像
造
立
の

慈
に
於
し
、
相
寄
っ

て
均
形
を
大
慈
大
悲
の

観
世
点
11
菩
薩
と
化
し
、
英
盤
を
安
ん
ぜ
ん
こ

と
を
測
す
。
そ
れ
菩
涯
の
真
身
は
想
い
難

し
、
故
に
形
俊
を
追
刻
し
、
こ
れ
に
托
し
て

も
っ
て
真
仏
に
通
ぜ
し
む
る
こ
と
を
致
す
。

特

攻

平

和

観

今
尊
俊
の
造
立
成
り
、
具
さ
に

厳

飾

を

極

む
U

堵
光
燦
と
し
て
輝
き
、
相
好
宛
然
た
り
。

よ
っ
て
恭
し
く
開
眼
の
法
を
修
す
．．
 

」
と
あ
り

ま
す
。

特
攻
平
和
観
音
は
護
国
寺
境
内
の
忠
霊
堂

内
に
安
置
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
お
世
話

を
し
て
お
ら
れ
た
白
蓮
社
の
解
散
に
伴
い
、

特
攻
平
和
観
音
を
お
守
り
す
る
者
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
有
志
の
方
々
が
寛
永
寺
其
の
他

の
お
寺
に
交
渉
し
ま
し
た
が
、

当
時
の
情
勢

で
は
、
ど
こ
も
受
入
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
元
海
軍
中
将
清
水
光
美
氏
よ
り
こ
の
話

を
聞
か
れ
た
世
田
谷
山
設
音
寺
の
間
祖
太
田

睦
賢
大
俯
正
は

い
た
＜
惑
動
さ
れ
、
観
音
寺

の
本
謡
に
奉
安
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
い
つ

に
睦
賢
大
僻
正
の
ご
厚
志
と
大
英
断
に
よ
る

も
の
と
申
せ
ま
す
。
睦
賢
大
僧
正
は
特
攻
観

音
独
自
の
症
宇
建
立
の
悲
願
に
も
え
、
元
雖

頂
宮
家
遺
愛
の
持
念
仏
堂
を
山
内
に
移
築
す

る
運
ぴ
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
完
成
を
見

ず
に
昭
和
三
十
年
五
月
二
十
四
日
追
化
さ
れ

ま
し
た
。
後
継
者
と
な
ら
れ
た
ご
子
息
の
賢

照
師
が
開
山
の
意
を
体
し
て
特
攻
観
音
堂
を

完
成
せ
ら
れ
、
昭
和
三
十
一
年
五
月
十
八
日

落
艇
法
要
を
厳
修
し
て
、
特
攻
平
和
観
音
を

遥
座
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
の
特
攻
平
和
観
音
は
、

陸
悔
軍
航
空

特
攻
烈
士
の
み
を
顕
彰
す
る
も
の
と
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十

一
年
五
月
十
八

日
、
つ
い

で
三
十
三
年
同
月
同

H
、
更
に
五

十
三
年
九
月
二
十
三
日
の
大
祭
に
於
て
、
水

中
、
水
上
各
種
舟
艇
特
攻
の
烈
士
を
追
加
合

祀
せ
ら
れ
、
現
在
約
石
千
に
及
ぷ
廿
攻
烈
士

の
英
名
、
が
特
攻
平
和
観
背
像
の
ご
胎
内
に

奉
蔵
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

境
内
の
池
の
中
に
お
立
ち
の
観
立
11
條
は
、
特

攻
平
和
観
音
條
と
同
形
の
仏
像
て
、
昭
和
四

十
八
年
九
月
二
十
三
日
に
開
眼
怯
淡
が
常
な

ま
れ
ま
し
た
。

特
攻
平
和
観
音
奉
賛
会
は
、
昭
和
二
十
八

年
有
志
に
よ
っ
て
創
設
せ
ら
れ
、
昭
和
三
十

一
年
拡
大
さ
れ
て
遺
族
・
有
志
が
一

体
と
な

音

由

来

ー

世

田

谷

山

観

音

寺

に

っ
た
組
織
と
な
り
、
昭
和
五
十
七
年
九
月
再

一
回
東
入`
邁
元
宮
様
が
参
拝
さ
れ
て
お
り
ま
し

組
織
を
完
了
、
引
続
き
竹
田
恒
徳
元
宮
様
を
;

2

0

r

.
9
妬
和
三
十
二
年
六
月
九
日
に
は
北
白

会
長
と
し
て
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
。
事
務
所

い
川
元
＊
’
妃
殿
下
も
ご
参
拝
に
な
り
、
特
攻
隊

は
世
田
谷
山
観
音
寺
に
脱
い
て
お
り
ま
す
。

如烈

ぞ．
，御
歌
二
首
を
奉
献
さ
れ
ま
し
た
。

毎
月
十
八
日
午
後
二
時
よ
り
月
例
法
要
を
取

一

特
＾

i

ジ
平
和
観
音
に
対
す
る
観
音
寺
の
真
摯

行
い
遺
族
、
有
志
が
賢
照
師
と
共
に
お
経
を
鄭
鰍
な
る
ご
奉
仕
ご
供
茂
に
は
、
有
緑
無
緑

唱
和
し
て
供
簑
を
し
て
お
り
ま
す
。
又
毎
年
一
を
問
は
ず
深
く
感
謝
申
し
上
げ
て
お
る
と
こ

秋
分
の
日
（
多
く
の
場
合
九
月
二
十
三
日
）
ろ
で
あ
り
ま
す
。

午
後
二
時
よ
り
浅
草
寺
一
山
式
衆
の
も
と
多
昭
和
五
十
八
年
九
月

数
の
参
拝
者
を
い
た
だ
き
、
年
次
法
要
が
厳

修
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
年
次
法
要
に
は
、
毎

―

世

界

平

和

の

鐘

な

り

ひ

ゞ

二

V
|
 

瓶

英

二

郎

か
っ
た
ろ
う
か
。

ま
た

「
後
に
続
く
を
信
ず
」
と
い

っ
て
散

っ
た
方
々
の
衣
鉢
を
つ
ぐ
人
々
の
集
り
で
も

あ
っ

た
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
明
治
天
皇
御
製
に

は
、
常
に
戦
死
者
の
こ
と
に
、
大
御
心
を
注

が
せ
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
明
治
四
十
年
の

御
製

「
子
」

か
な
し
子
に
か
た
り
き
か
せ
よ
国
の
た
め

命
す
て
に
し
親
の
い
さ
を
を

占
領
政
策
に
よ
っ
て
骨
抜
き
に
さ
れ
た
歴

史
教
育
に
猛
反
省
を
促
し
、
且
つ
又
靖
国
神

社
に
対
す
る
国
家
的
な
表
敬
を
真
剣
に
考
え

る
と
き
で
あ
る
。

明
治
四
十
年
の
御
製

「
往
事
」

て
特
攻
隊
慰
盤
顕
彰
会
を
設
立
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
奉
究
会
と
顕
彰
会
と
は
二
位
一
体
と
し
、
会
長
は

双
方
と
も
竹
田
恒
徳
元
宮
様
で
あ
り
、
副
会
長
は
双
方
と

も
元
海
軍
側
か
ら
寺
崎
、
佐
藤
の
両
氏、

元
陸
軍
側
か
ら

秋
山
、
高
梱
の
両
氏
、
ま
た
奉
究
会
代
表
世
話
人
と
顕
彰

会
理
事
長
は
私
、
丸
田
が
兼
ね
て
奉
仕
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
°
奉
巫
ハ
会
世
話
人
、
顕
彰
会
理
事
な
ど
も
す
べ
て
ニ

位

一
体
と
し
、
毎
年
秋
分
の
日
は
奉
贅
会
と
し
て
世
田
ケ

谷
観
音
で
、
ま
た
、
毎
年
三
月
最
後
の
日
曜
日
は
慰
霊
顕

彰
会
と
し
て
、
靖
国
神
社
で
、
そ
れ
ぞ
れ
慰
霊
の
誠
を
捧

げ
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
慰
霊
顕
彰
会
の
事
業
等
に

つ
き
ま
し
て
は
既
に
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
趣
意
書
そ
の

他
で
ご
高
承
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

私
ど
も
は
、
特
攻
の
烈
士
に
対
し
ま
し
て
は
、
い
か
に

慰
霊
顕
彰
の
滅
を
捧
げ
て
も
捧
げ
過
ぎ
る
こ
と
は
な
く
、

こ
の
世
界
に
比
類
な
い
崇
高
な
精
神
を
世
に
広
め
、
か
つ

こ
よ
ひ
ま
た
む
か
し
が
た
り
は
国
の
た
め

一
子
々
孫
々
に
伝
え
る
＿
）
と
こ
そ
、
わ
が
国
永
遠
の
平
和
と

夜
来
の
雨
も
あ
が
り
世
田
谷
山
観
音
寺
い

に
対
し
で
、
静
か
に
ひ
と
と
き
を
、
祖
国

の
空
は
さ
わ
や
か
に
晴
れ
た
。

ら

た

め

に

命
を
さ
さ
げ
た
英
盤
の
生
き

ざ

た

ふ

れ
し
人
の
う
へ
に
お
よ
ぺ
り

民
族
発
展
の
礎
石
と
な
る
も
の
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
ど
う
か
皆
々
様
の
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

昭
和
58
年
9
月
23
日
秋
分
の
日
に
、
第

32
一
ま
、
死
に
ざ
ま
を
通
し
て
そ
の
答
を
得
よ
う
な
に
も
明
治
天
原
の
御
製
だ
か
ら
、
そ
れ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

回
特
攻
平
和
観
音
年
次
法
要
が
、
金
竜
山
浅
＿
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
我
等
、
い
ま
笠
に
珀
て
な
ど
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

草

寺

一

山

の

式

衆

、

大

母

師

守

山

良

順

大

僧

何

を

な

す

べ

き

か

を

。

特

攻

隊

の

方

々

の

盤

を

お

な

ぐ

さ

め

す
る

な
お
、
事
務
局
は
次
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご

述
絡
ご
質
疑
等
あ
れ
ば
御
申
出
で
下
さ
い
。

正
の
も
と
枇
田
谷
山
観
音
寺
に
於
て
取
行
わ

一

「

こ
の
身
、
今
生
に
度
せ
ず
ん
ば
、

い
ず

こ
と
こ
そ
、
正
に
国
民
教
育
、
歴
史
教
育
の

れ
た
。
山
主
太
田
賢
照
大
僧
正
の
願
文
が
境
く
ん
ぞ
来
世
に
於
て
、
そ
の
安
心
立
命
の
境
か
な
め
で
あ
り
、
日
本
の
平
和
の
礎
を
な
す

ー

特

攻

隊

慰

霊

顕

彰

会

『

-T
102

東
京
都
千
代
田
区
五
番
町
十
二

財
団
法
人

偕

行

社

内

内
に
ひ
び
き
わ
た
り
。
泣
く
が
如
く
、
ほ
え
地
を
箆
ん
」
と
す
る
人
々
の
集
ま
り
で
は
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一

電
話
03ー

263ー

0
八
五
一
（
代
）

る
が
如
く
、
切
々

と
会
衆
一
同
の
胆
を
え
ぐ

―

る
。

一

特

攻

平

和

観

音

奉

賛

会

と

ー

事

務

局

長

最

上

貞

却

、
C

一

（
偕
行
社
事
務
局
長
、
奉
賛
会
事
務
局
長
も
兼
ね
て
お

生
も
な
く
死
も
な
く
す
で
に
我
も
な
し

一

眸
2

攻

隊

慰

霊

顕

彰

会

に

つ

し

な
げ
か
ざ
ら
め
や
ま
す
ら
を
の
友

一
り
ま
す
）

特
攻
平
和
観
音
奉
賛
会
会
員

丸

田

文

雄

一

一

会

員

小
松
米
次
郎
、
武
藤
俊
子
、
飛
沢
裕
、
関
口
秀
明
、
宮

（
顕
彩
会
理
事
長

・
が
賛
会
代
表
世
話
人
）

北
白
川
宮
大
妃
殿
下
が
特
攻
観
音
堂
に
お

一

尾
燎
溶
、

丸
ル
大
陸
、
越
智
通
雄
、
中
川
幹
三
、
山
岡
大
二
、
窪

詣
り
さ
れ
た
と
き
の
御
歌
と
う
け
た
ま
わ
っ

一

て
い
る
。

一

陸
淀
軍
特
別
攻
撃
隊
烈
士
の
不
滅
の
英
霊
て
特
攻
平
和
観
音
奉
代
会
が
創
立
さ
れ
、
逐

川

敏
郎
、

赤
羽
剛
平
、
吉
田
信
勝
、
秋
山
宮
次
、

吉
野
己
代
治
、

一松
本
党
子
、
井
上
金
一i

i

、
塚
越
吉
衛
門
、
山
本
良
作
、
伍
井
閑
子

一程
川
博
、
田
中
彩
太
郎
、
吉
岡
忠

一
、
鶴
問
和
作
、

広
川
治
i-
‘

特
攻
観
音
党
の
扁
額
を
は
さ
ん
で
、
特
攻

一を
顕
形
し
、
永
遠
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
次
拡
大
強
化
さ
れ
つ
つ
、
ご
住
職
と
共
に
供

隊
慰
盤
頻
彰
会
、
偕
行
社
、
水
交
会
、
陸
軍

＿
た
め
、
戦
後
ま
も
な
く
元
而
軍
大
将
及
川
古
疫
申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
C

一森
敏、

安
用
義
人
、
八
木
岡
芳
雄、

杉
田
貞
趾、

村
田
秀
生
、
角

田
和
男
、

Iiin
太
宙
、
中
野
友
次
郎
、

中
野
芳
江
、
加
藤
義
秀、

一押
川
静
雄
、
加
騰
玉
井
、
鈴
木
ふ
い
、
米
津
千
之
助
、

柴
川
信
也
、

航
空
碑
奉
賛
会
、
航
空
同
人
会
、
特
操

一
期

＿志
郎
、
同
高
栂
三
吉
、

元
陸
軍
大
将
河
辺
正
し
か
し
、
歳
月
と
共
に
、
奉
賛
会
の
中
核

生
会
、
JIt
111
谷
山
観
背
寺
観
音
講
の
花
輪
が

一三
、
元
陸
軍
中
将
脊
原
道
大
、
元
涌
罪
中
将
で
あ
ら
れ
た
元
腔
而
軍
将
官
の
方
々
も
多
く

＿・迎村
叫
央
、
作
本
沖
碓
、

片
＊
隙
四
郎
、
佐
藤
兼
八
、

皆
本
義
柄

れ
柏
祐
夫
、
杉
厭
iE光、

小
林
侶
男
、
久
米
栄
四
郎
、
西
沢
敏

i

荘
司
芳
夫
、
鬼
jJt
訛
一面
i

、
藤
山
乎

i

二
郎
、
明
園
昭
二
、
近
問
佑

林
立
し
、

板
り
め
ぐ
ら
し
た
テ
ソ
ト

に
は
溢

｝寺
岡
閤
平
等
の
詔
氏
を
始
め
布
志
の
か
た
方
は
他
界
さ
れ
、
あ
る
い
は
老
境
に
入
ら
．几
ま

―

れ
ん
ば
か
り
の
会
衆
が
集
ま
り
、
敬
け
ん
な

一が
発
起
人
と
な
り
、
昭
和
二
七
年
邪
へ
平

和

し

た
の
て
、
私
と
も
後
に
続
く
世
代
の
者
が

耕
、
大
島
功
、
小
島
五
郎
、
が
野
普
彦
。

-）
。
そ
れ
か
ら
い
役
員
と
な
り
一
昨
年
再
組
緻
を
完
了
い
た
し

終
身
会
員
丸
旧
文
糾
、
清
水
千
波
、
斉
藤
義
紺
、
千
葉
順
司

秋
山
紋
次
郎
、
板
阻
悦
肌
、
森
橋
正
次
、
村
田
謹
吾
、
鈴
木
素
儀

黙
蘊
を
さ
さ
げ
て
い
た
。

元
訊
音
位
が
造
立
さ
れ
ま
し

t

本
年
の
特
攻
平
和
観
背
年
次
法
要
が
従
来
に
ろ
い
ろ
な
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
が
、

粧

lH
ケ

ま

し

た
。
こ
の
問
の
事
情
は
特
攻
平
和
観
音
長
舒
郁
郎
、
生
111
枠
、
最
上
貞
紺
、
飯
田
佐
次
郎
、
小
杉
総
則
、

杉
本
明
、
椛
本
秀
信
、
小
松
利
光
、
木
下
久
子
、
新
井
重
雄
、
磯

矢
仏
郎
、

寺
鮒
隆
治
、
芝
椅
ま
さ、

芹
川
英
夫
、
漆
山
文
子
、
寺

な
く
も
り
あ
が
っ

た
の
に
は
種
々
原
因
が
あ

一谷
観
音
寺
の
大
義
に
徹
す
る
ご
麻
志
に
よ
っ
由
来
記
に
詳
述
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

て
今
日
ま
で
三
十
年
の
長
き
に
亘
り
英
霊
の
際
私
ど
も
は
不
滅
の
英
霊
を
お
祀
り
い
た
す
井
俊

一
、
渡
辺
栄、

幸
保
歳
雄
、
梅
田
康
之
、

辻
緊
川
、
阿
部
喜

る
で
あ
ろ
う
が
、

国
際
斑
境
の
異
状
な
ま
で

一
、
池
田
進
、
根
木
侶
吉
、
渡
辺
博
厚
、
柴
田
保
、

菅
野
勝、

腋

塚
守
正
、
荒
木
し
げ
子
、

伊
達
智
恵
子
、
小
野
勇
、

上
代
啄
禅
、

の
緊
張
に

一
因
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

一
ご
法
要
が
行
わ
れ
た
ま
い
り
ま
し

た

。

の

に

、

こ
れ
を
観
背
寺
だ
け
に
お
頼
り
し
て

か
。
人
類
が
核
軍
拡
競
争
の
中
の
生
と
死
の
こ
（〉
ご
法
要
は
、
同
寺
御
住
職
に
よ
っ
て
い
る
の
に
忍
び
ず
、
み
ず
か
ら
の
力
に

よ
っ
白
井
健
、
落
合
有
男
、
渡
部
重
蔵
、
二
瓶
英
二
郎
、
峰
山
庫
文
、

荒
井
つ
ね
、
探
牧
安
生
、
古
屋
七
郎
、
竹
内
消
子
、

江
副
綾
、
志

村
花
、
篠
崎
そ
の
、
佐
藤
彰
平
、
山
田
良
市
、
辻
守
雄
、深
堀
道
義
。

は
ざ
ま
に
あ
っ
て
、
如
何
に
し
て
生
き
続
け
末
永
，
、
続
け
ら
れ
ま
す
が
、
昭
和
二
八
年
、
て
も
顕
彰
慰
霊
の
誠
を
尽
く
し
、

こ
れ
を
後

る
か
と
い
う
絶
対
の
問
い
が
あ
る
。
そ
の
問

―前
記
、
元
陸
海
軍
将
官
は
じ
め
有
志
に
よ
っ
世
に
わ
た
っ
て
継
ぐ
べ
き
て
あ
る
と
決
意
し

(59
年
1
月
31
日
現
在
、

敬
称
略
、
順
不
同
）

特
攻
平
和
観
音
奉
贅
会


